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【研究の背景・目的・内容】 

17世紀から18世紀にかけてのフランス宮廷社会における身分構造と服飾との関係について、当時大量出版さ

れた礼儀作法書や、不慮の事故で亡くなった市井の人々の遺体調書などを用いながら、王侯貴族から庶民に至

るまでを分析の対象として研究している。研究をはじめた当初は、特に、人間の感性の変化のありようと、服飾

そのものの変化、そしてそれらがどのように、身分社会を映し出していたかを分析してきた。その成果は、博士

論文として執筆し、『モードの身体史』という書籍にまとめている。その過程で、フランス18世紀のファッション・

リーダーとして服飾史に必ず登場するマリー・アントワネットの人生を、彼女の愛好していた服飾の実態を調査

することによって、分析を行うことになった。さらに、18世紀の宮廷社会、貴族文化は、一度はフランス革命に

よって否定されたものの、19世紀になってから、それらが懐古趣味的に復活してくる場合が散見されるため、

19世紀以降のフランス服飾文化についても、関心をもって調査をおこなっている。19世紀にまで視野を広げ

たことによって、近年では、19世紀後半の印象派絵画にみられる服飾描写についても、新たに調査を進めはじ

めたところである。17世紀から19世紀という広い時間的推移のなかで、激動のフランス社会のありようと、服

飾文化の関係を読み解いていくことが大きなテーマであり、目的である。 

【応用例、研究の展望】 

上記のように、かなり幅広い関心をもって、研究を進めてきたが、具体的に、これまでおこなったきたテーマと 

現在視野に入れているテーマは以下の通りである。 

・17世紀のギャラントリーという流行現象とリボンの流行、そして、18世紀の絵画への影響 

・清潔感と白いリネン類の関係 

・男性の帽子の作法と表象（女性のかぶりものとの比較） 

・18世紀における部屋着モードと私生活の文化 

・花嫁衣裳と喪服の文化史 

・マリー・アントワネットをめぐる服飾文化と19世紀以降への影響 

・印象派絵画とその服飾描写、19世紀のモード産業やブルジョワ社会との関係 
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・礼儀作法書とモード雑誌の言説と図像の比較 

・17世紀以降のモード雑誌研究 

・演劇や映画、文学作品における服飾の表象 

など、である。 

【研究方法の特色】 

研究方法の特色としては、文献史料（礼儀作法書、雑誌、回想録、手稿史料など）、図像史料（絵画、版画、いわゆる

ファッション・プレートなど）と、服飾実物遺品とを、相互補完的に扱いながら分析をおこなっていることであ

る。研究室には、18世紀から20世紀までのモード雑誌の実物、ファッション・プレートなどを所蔵しており、また 

わずかながら、この時期のレースなどの服飾小物も収集している。そのほか、関連する研究文献を幅広く収集し

ている。 

本研究関連 

特許・論文等 

・内村理奈『モードの身体史―近世フランスにみる清潔・ふるまい・逸脱の文化―』、悠書館、2013年 

・徳井淑子、朝倉三枝、内村理奈、角田奈歩、新實五穂、原口碧『フランス・モード史への招待』、悠書館、2016年 

・内村理奈『マリー・アントワネットの衣裳部屋』、平凡社、2019年 

・内村理奈『名画のドレスー拡大でみる60の服飾小事典』平凡社、2021年 

・内村理奈「写真以前のファッション・メディア―ファッション・プレート、広告、アート―」、『Fashion Talks…』

vol.13、2021年、pp.14-25 

・ 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

・服飾関連美術館・博物館、研究機関との共同研究 

・ 

 


